
  

 
 
 
 
 
 
 
 

通常国会冒頭から激しい論戦─比例削減 

野田首相比例定数削減に執念 
野田首相の施政方針演説をうけておこなわれている代表質問では、比例定数削減表明をめ

ぐって激しい論戦が展開されています。 

「衆院比例定数削減反対･民意が反映する抜本改革を─政党助成金を撤廃せよ」（日本

共産党志位和夫委員長、27 日） 

「これからのさまざまな改革を実行していくに当たり、その第一歩は、自ら率先して身を

切る、つまり議員定数の削減であると確信」（樽床伸二民主党幹事長代行、26 日） 

「民主党の案は各党の比例当選議席の約半分に減らしてしまうものであり、得票率の低

い政党を不当に圧迫し、民主主義の原則に違反する」（細田博之自民党元幹事長、26

日） 

「私自身もリーダーシップを発揮して参りたいと思いますが、樽床議員ご自身が座長を各

党協議会において務められています。結論を得られるようぜひリーダーシップを発揮して

いただく」（野田佳彦総理大臣、樽床議員に答え、26 日）        【詳細は続報】 

 

2･2院内集会＆議員要請成功へ 

全国革新懇が「集会参加」を呼びかけ 
 全国革新懇は 27 日、下記のような「比例 80 削減反対集会への参加を」と題する訴えを

「首都圏の革新懇のみなさん」にあて、集会案内チラシと共に発信しました。 

 

  首都圏の革新懇のみなさんへ   2012年 1 月 27日    全国革新懇事務室 

比例 80 削減反対集会への参加を 

  日頃のご協力にお礼を申しあげます。 
  さて、野田政権は衆院比例代表の議席を８０削減しようとしています。たえず投票 
の半数が死票になる小選挙区制の害悪をさらに拡大するものであり、民主主義に逆行 
する暴挙です。 

  １月２３日の全国革新懇代表世話人会でも本課題の重大性が強調されました。また、 
小選挙区制の導入時、革新懇は草の根から反対運動を展開し、「多様な民意を切り捨て 
るな」の世論を広げたことは記憶に新しいところです。 

  つきましては、この暴挙に反対する院内集会（２月２日）が別添の通り開かれます。 
みなさんの積極的な参加を心から呼びかけるものです。 
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